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【はじめに】

大学生に於ける肝機能異常の多 くは肥満に

よる脂肪肝が原因と考えられている｡ しかし

内蔵型脂肪蓄積 と脂肪肝に関する報告は少な

い｡我々は,新入生肝機能異常者を対象とし,

脂肪肝 と肥満,内蔵型脂肪蓄積,血清脂質 ･

尿酸値 との関係を検討した｡

【対象 と方法】

平成10年度新入生,男577名,女625名,計

1202名 を対象 とし,体脂肪率,GOT,GPT,

血清脂質,尿酸値を測定した｡そのうち肝機

能 異 常 (GPT≧30,GPT≧25か つ GPT>

GOT)を示した121名中105名 (男75,女30)

に日立 EUB-315を用いて腹部超音波検査を

施行 した｡肝内輝度の上昇,肝腎コントラス

ト陽性を軽度脂肪肝,さらに肝深部エコーの

減衰,脈管の不明瞭化を認めるものをその程

度により中等度～高度脂肪肝 とした｡同時に,

鈴木 らの方法により,AbdominalWallFat

Index(AFI)を測定した｡AFI値,男1.0以

上,女0.7以上を内臓型脂肪蓄積 とした｡体脂

肪率はインピーダンス法で測定 し,男25%以

上,女30%以上を肥満とした｡

【結 果】

1202名中121名 (10.0%)に肝機能異常を認

めた｡男性は女性より有意に肝機能異常の頻

度が高かった｡男性89名/577名 (15.4%),

女性32名/625名 (5.1%)P<0.00010

(表 1)に肝機能異常 と肥満の関係を示し

た｡ これまでの報告にあるように肥満者では

肥満のないものより有意に肝機能異常の頻度

が高 く,脂肪肝の存在が示唆された｡

肝機能異常を示した121名中105名,男性75

名,女性30名に対 して腹部超音波検査を施行

した (表 2)｡ 男女 とも70%に脂肪肝 を認め

た｡肝深部エコーの減衰,脈管の不明瞭化な

どを伴う中等度以上の脂肪肝を示す者は男性

に多かった｡

腹部超音波検査を施行 した105名の体脂肪

率 とAFI値の関係を (図 1)に示した｡男女

共,両者は有意な相関を示した｡男性におい

て,体脂肪率25%以下でAFI1.0以上の肥満

表 1 肥満 と肝機能異常

男性体脂肪率 女性体脂肪率

25%以上 25%未満 30%以上 30%未満

肝機能異常 23/37 66/540 12/97 20/528
の 頻 度 (62%) (12%) (12%) (4%)

璽璽璽『寧■¶ 璽璽『『『『『
P<0.0001 P<0.01

表 2 肝機能異常者における脂肪肝*p<0.05

男性 女性 合計

75 30 105

正 常 21(28%)10(33%)31(30%)

軽度脂肪肝 31(41%)17(57%)48(46%)

中等～高度 23(31%) 3(10%)26(25%)
l l

脂 肪 肝 *
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図 1 脂肪肝 と内臓型脂肪沈着

のない内臓型脂肪蓄積にあたる者が14例あり,

全例脂肪肝であった ｡ また,腹部超音波正常

例は,ほとんどが体脂肪率,AFI値 ともに正

常域に分布 していた ｡ 一方,中等～高度脂肪

肝例の多くは,両者 とも高値域,いわゆる内

臓型肥満を示す領域に分布 していた ｡ 軽度肥

満例は正常例 と中等～高度脂肪

肝例のほぼ中間の分布を示した｡

内臓型脂肪蓄積 と脂肪肝の関

係 を見 て み る と,AF1億

1.0(0.7)以上の者は,それ未

満の者に比べて有意に脂肪肝の

頻度が高かった(表 3)｡ 肥満 と

脂肪肝の関係 も同様 の結果で

あった(表 4)｡ 脂肪肝の程度別

に検討すると, 中等～高度脂肪

肝例 はAFI値1.0以上の男性,

ないし,肥満者において対照者

より有意に頻度が高かった ｡ 一

方,軽 度脂肪 肝 例 はAF1億

1.0(0.7)以上の者ではそれ未

満の者に比べ有意差を示したが,

肥満者,非肥満者間では有意差

が無かった｡つまり,図 1の分

布で も解るように軽度脂肪肝例

の多 くの肥満を伴っていないと

考えられた｡ このことから,初

期段階の脂肪肝は内臓型脂肪蓄

女性 30名

10 20 30 40 50

体脂肪率

(AFI値)ならびに体脂肪率 との関係

積 と関連 していることが示唆された｡そこで

内臓型脂肪蓄積ないし肥満 と脂肪肝の関係を

みたのが (表 5)である｡ 内臓型脂肪蓄積 と

肥満のいずれかを示す例は両者正常例に比べ,

それぞれ単独の比較 よりも,さらに脂肪肝の

頻度が高 くなった｡

表3 内臓型脂 肪蓄積 と 脂 肪肝

AFⅠ 男性 (75名) 女性 (30名)

超音波 0.1以上 1.0未満 0.7以上 0.7未満

正 常 …[1 * 20 ･[2 N 8

脂 肪 肝 *28**ll** 26 13 *l l S 7軽 度 2 0 6

表4 肥満 と脂 肪肝

AFⅠ男性 (75名) 女性 (_30名)

超音波 25%以上 25%未満 30%以上 30%未満

正 常 * 1 * 20 1 9

脂 肪 肝軽 度 ･[18N3S** 3628 ･[1.g7 10* 10

表5 内蔵型脂 肪蓄積 な い し肥満 と 脂 肪 肝

AFⅠ体脂肪率 男性 (75名) 女性 (30名)

1.0以上 1.0未満 0.7以上 0.7未満

or and or and

25%以上 25%未満 30%以上 30%未満

脂 肪 肝の 頻 度 32/33 22/42 14/17 6/13(97%) (52%)l l (82%) (46%)l l
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*P<0.05

…p<o･01

*

*P<0.001

*



次に脂肪肝の程度 と血清のGPT値,脂質

値,尿酸値 との関係を検討した｡中等度以上

の脂肪肝例は正常,軽度脂肪肝例に比べて有

意に高いGPT値を示した (図 2)｡ しかし,

超音波正常例 と軽度脂肪肝例の間に,GPT値

の差は認められなかった｡また,中性脂肪値,

尿酸値 も中等度以上の脂肪肝例では他の2群

に比べて明らかに高値を示し,HDLコレス

テロール値は低値を示した(図 3)｡ 血清総コ

レステロール値も有意差は認めないものの,

高い傾向にあった｡中等度以上の脂肪肝例に

おいて,血清脂質,尿酸値が高 くなるのは,

これらの例の多 くが内蔵型肥満を伴っている

ことと関連していると考えられた｡しかし,

超音波正常例,軽度脂肪肝例の間には全 く値

の差を認めなかった｡

同様の検討を血清脂質,尿酸値異常の頻度

でみたものを (表 6)に示した｡HDLコレス

テロールは異常値を示した例が 1例しかなく

この検討からはずした｡中等度～高度脂肪肝

総コレステロール HDLコレステロール
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図2 血清GPT値と脂肪肝の程度

例では,正常者,軽度脂肪肝例,ならびに新

入生全例 と比較して中性脂肪,尿酸値異常の

頻度が有意に高かった｡また,総コレステロー

ルも新入生全例に比べると異常の頻度が高

かった｡これらの結果から中等度～高度脂肪

肝者は血清脂質異常,尿酸値異常などの代謝

異常を伴いやすく,より厳重な健康指導が必

要と考えられた｡
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図3 血清脂質,尿酸値 と脂肪肝

【考 察】

新入生健康診断の10%に肝機能異常者を認

め,腹部超音波検査の結果,その70%は脂肪

肝による肝機能異常と考えられた｡しかし,
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辛p-0.001 **p-0.0001

残 り30%の超音波正常例は,肥満や内蔵型脂

肪沈着もみられず,肝機能異常の原因につい

ては,さらなる検討が必要と思われる｡ また,

今回は肝機能異常者を対照として腹部超音波
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表 6 血清脂質,尿酸値異常 と脂肪肝

腹部超音波施行 105例 新入生全例1202例
正常31名 軽 度脂肪肝48名 中等～高度脂肪肝26名

総コレステtj - }t/中 性 脂 肪尿 酸 4(12.9%)1(3.25%) 3(6.3%)** *l5(19.2%)****

l72(6.0%)

***I1(2.1%)**

Il8(30.8%)****l10(38.4%) l67(5.6%)l2(6.5%) **3(6.3%)

検査を施行 したが,肥満者のなかには肝機能

異常を示さない例 もあることから,脂肪肝が

あっても肝機能異常を伴わない例が存在する

ことが予想される｡ 脂肪肝 と肝機能異常を考

える上で,これらの検討も必要 と思われる｡

今回の検討で,肥満がなく,内蔵型脂肪蓄

積を示す例が男性に多 く存在し,これら全例

が脂肪肝を示したことにより,男性において,

内臓型脂肪蓄積は脂肪肝の成立に密接に関与

していることが示唆された｡また中等度以上

の脂肪肝を示す例は血清脂質,尿酸値異常の

頻度が有意に高 く,成人病発症の HighRisk

グループとしてとらえる必要があると考えら

れた｡

【結 語】

1｡内臓型脂肪蓄積は脂肪肝の成因の一つと

考えられる｡

2｡中等度以上の脂肪肝を示す者は血清脂質,

尿酸値異常を来 しやすい｡

* P<0.05 ***P<0.001
**P<0.01 ****P<0.0001
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